
その他（性別年代）
8.9%

20歳代
5.8% 30歳代

5.5%

40歳代
10.9%

50歳代
16.4%

60歳代
16.1%

70歳代
以上
36.4%

62.3%

37.7%

63.0%

37.0%

58.3%
41
.7%77

.8
%

22
.2
%

3
6
.8
%

6
3
.2
%

43.3%

56.7%

不明（性別年代）
1.0%

20歳代
11.2%

30歳代
10.8%

40歳代
13.2%

50歳代
20.0%

60歳代
22.0%

70歳代以上
21.8%

52.2%

47.8%
68.3%

31.7%

68.5%

31.5%

68.2%

31
.8%

43
.5
%

56
.5
%

49.4%

50.6%

年代・男女別
回答割合

不明（性別年代）
0.7%

20歳代
10.8%

30歳代
13.3%

40歳代
10.1%

50歳代
16.9%

60歳代
21.9%

70歳代以上
26.3%

52.7%

47.3% 58.6%

41.4%

59.5%

40.5%

60.0%

40
.0%

51
.1
%

48
.9
%

48.6%

51.4%

年代・男女別
回答割合

年代・男女別
回答割合

男性
女性

■
■

令和４年度 平成30年度 平成26年度

可児市人権啓発センター 令和４年11月15日発行

報告書
可児市民の人権意識調査可児市民の人権意識調査

■市民の人権意識は？
　可児市人権啓発センターでは、平成３年の開設以来、数年ごとに「市民の人権意識調査」を実施して
きました。この調査の目的は、市民の皆さんの人権意識の実態を把握し、従来調査との差の大きさにより、
その解決のための啓発活動を進め、調査結果を公表し、市民の皆さんの人権に対する関心を高めてもら
うものです。

〈概要〉
年　度 令和４年度 平成30年度 平成26年度

調査の時期 令和4年8月1日～8月19日 平成30年8月1日～8月15日 平成26年8月１日～8月15日

調査の方法 無作為抽出法（市民1,000人） 無作為抽出法（市民1,000人） 無作為抽出法（市民1,000人）

対象の属性
（20歳以上）

男性 500人
1,000人

男性 500人
1,000人

男性 500人
1,000人

女性 500人 女性 500人 女性 500人

回答者数

男性 133人

330人

男性 187人

415人

男性 165人

409人女性 188人 女性 225人 女性 241人

その他 9人 不明 3人 不明 3人

回 答 率

男性 26.6%

33.0%

男性 37.4%
41.5%

男性 33.0%
40.9%

女性 37.6% 女性 45.0% 女性 48.2%

その他 0.9%

※市民の中から、男女各500人を条件に無作為抽出としました。
※回答率は前回より8.5％低下しました。前回同様女性の回答率が高い結果となりました。
※この調査は可児市市民部人づくり課の協力を得て実施しています。
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62.6

76.7

20.3

2.3

62.2

29.3

6.9

85.7

30.5

3.2
2.7

58.3

33.3

14.3
7.125.0

53.3

46.7

80.0

32.4

10.0

75.0

24.2

12.1

55.9

33.8

7.4
2.9

75.0

8.3

85.7

7.1

71.4

28.6 10.0

58.8

8.8

63.6

25.0

84.6

11.5

66.7

33.3

66.7

33.3

1.1 0.8

59.6

32.0

7.1 0.4
0.9 1.6 1.9

1.9

50.850.9

18.9

22.6

5.7

48.1

18.5

31.5

61.1

13.9

25.0

66.7

16.7

16.7

42.1

31.6

15.8

5.3
5.3

51.2

18.7

22.6

5.6

30.0

16.7

1.9 1.9

51.1

1.7
0.8

59.2

R4年度
全体

H30年度
全体

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

24.0

21.8

1.9
1.2

1.0
1.0

19.4

17.3
1.0
1.0
2.0

R4年度
全体

H30年度
全体

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

単位 =％

　家庭や地域、あるいは職場において、「女のくせに」と
言われたり、「女だから」ということで男性に比べて不利
な扱いを受けたりする場合があることについて、あなたの
お考えに近いものを１つだけ選んでください。

【質問１】男女差別について

無回答

無回答

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

女性差別はよくないが、少し
ずつ改善していけばよい。
2.

女性が男性よりいくらか不利
な扱いを受けるのは、やむを
得ない。

3.

女性が不利な扱いを受ける
のは当然である。
4.

わからない。5.

女性だからといって差別す
るようなことは、ぜひともな
くすべきである。

1.

子どもの人権を守るための
教育・啓発活動を推進する。

2.

児童虐待やいじめなどに関
する相談・支援体制を充実さ
せる。

3.

児童買春や児童ポルノなどの
取り締まりを強化する。

4.

わからない。5.

子どもに、自分も人も大切な
存在であることを教える。
1.

　男女差別は「ぜひともなくすべき」
（回答１）と答える人の割合が増えて
います。
　年代別では 20代、70代以上の男
性、30代女性にその傾向が強く出て
います。

単
位=

％

　子どもの人権を守るためには、「子
どもに自分も人も大切な存在である
ことを教える」（回答１）が、前回と同
様どの年代でも高い数値を示してい
ます。

　「子どもの人権」を守るために、どのようなことが必要
だと思いますか。あなたのお考えに近いものを１つだけ選
んでください。

【質問 2】こどもの人権について
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34.2
47.2

32.1

11.3

7.5

40.7

33.3

11.1

11.1

3.7

33.3

38.9

16.7

11.1

33.3

11.1

16.7

22.2

11.1

5.6

42.1

15.8

31.6

10.5

39.2

13.3

9.2

4.21.9

37.8

34.7

12.2

10.2
3.1
2.0

30.8

36.9

17.5

11.9

1.0
1.9

38.0

34.6

13.1

10.3

3.7 0.3

55.8 53.1

36.7

3.1
4.1

60.4

34.0

3.8 1.9

57.4

31.5

5.6
3.7 1.9

61.1

33.3

5.6

72.2

27.8

63.2

26.3

10.5

34.2

5.0 2.5
2.5

51.0

34.0

7.3
4.6

1.0
2.2

2.0
1.0

58.6

33.0

5.0 2.2
1.2

R4年度
全体

H30年度
全体

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

R4年度
全体

H30年度
全体

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

　30代は「いじめは人として許され
ない行為」（回答１）、「やめた方がよ
い」（回答２）と回答した人が 100%
と高い数値であり、どの年代も「いじ
め問題」について関心度が高いこと
が分かります。

　子どもたち同士の「いじめ」によって「仲間はずれ」に
されたり、時には「自殺」にまで追いやられたりする事件
が起きています。「いじめ」について、あなたのお考えに
近いものを１つだけ選んでください。

【質問 3】「いじめ」について

　仮に、あなたの近所の家庭で、高齢者が大切にされてい
ないことを聞いた場合、あなたはどう考えますか。あなた
のお考えに近いものを１つだけ選んでください。

【質問 4】高齢者について 　「高齢者を大切にし、尊重されるべ
き」（回答１＋２）が全年代で高くなっ
ています。
　70代以上では「人生の先輩として
尊重されるべき」（回答２）と回答す
る人が多くなっています。

「いじめ」は、人の心や体を傷
つける行為であり、やめた方
がよい。

2.

ひどい「いじめ」はよくないが、
ささいなことなら気にしな
い方がよい。

3.

「いじめ」を受ける子にも原
因がある。

4.

わからない。5.

「いじめ」は、人として許され
ない行為である。
1.

高齢者は、人生の先輩として
尊重されるべきである。

2.

状況によっては、ある程度は
迷惑がられてもやむを得な
い。

3.

高齢者の方に原因があれば
しかたがない。
4.

わからない。5.

高齢者であることや、高齢による
障がいなどを理由に大切にしない
ことは、人間として許されない。

1.

無回答

無回答

単
位=

％

単
位=

％
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11.715.116.719.4
27.8

10.5

26.3

26.3

10.5

26.3

15.3

35.2

30.3

15.9

41.1

26.8

2.8

31.7
41.5

45.3

7.5
5.7

29.6

57.4

9.3

33.3

52.8

11.1

50.0

27.8

11.1

11.1

36.8

42.1

15.8

5.3

51.7

6.7

32.7

48.0

8.2

9.2
0.8

27.2

54.4

13.8
0.2

35.2

48.6

9.0

3.4 1.0
0.6

6.5 9.22.8
1.9
1.9 2.0

1.9

15.5

1.7
13.4

27.8

27.8

5.6

11.1

36.1

30.6

2.8

11.1

38.9

35.2

5.6
3.7

43.4

26.4

1.9

13.2

48.3

23.3

14.3

44.9

19.4

0.8

15.8

R4年度
全体

H30年度
全体

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

R4年度
全体

H30年度
全体

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

2.0

17.3

2.0

施設の設置について十分な
説明があれば、機会を見て交
流したい。

2.

施設は必要であると思うが、
できれば自分の家の近くに
はない方がよい。

3.

近くに施設が設置される場
合には、強く反対する。
4.

わからない。5.

何もさしつかえなく、交流・
支援活動に進んで協力した
い。

1.

「同和問題」について良く
知っている人の助けを借りて、
差別の間違いを説明する。

2.

だめだとは思うが、説明する
自信がないので、そのままに
しておく。

3.

自分には関係のないことだ
から、そのままにしておく。
4.

わからない。5.

自分で、差別の間違いを説明
する。
1.

無回答

無回答

単
位=

％

単
位=

％

　仮に、あなたの近所に障がい者を支援する施設が設置さ
れることになった場合、あなたはどう考えますか。あなた
のお考えに近いものを１つだけ選んでください。

　前回と比べると「交流支援に進ん
で協力したい」（回答１）や「機会を見
て交流したい」（回答２）と回答した
人の割合が高くなっています。

【質問 5】障がい者について

　仮に、あなたの身近な人が「同和問題」について差別的
な発言をした場合、あなたはどうしますか。あなたのお考
えに近いものを１つだけ選んでください。

　年代が高くなるごとに「良く知っ
ている人の助けを借りて、差別の間
違いを説明する」（回答２）と回答し
た人が増加しています。

【質問 6】同和問題について
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2.8
9.0

26.8

34.0

29.9

24.228.3

35.8

11.3
3.8

17.0

3.8

13.0

63.0

5.6

13.0

5.6

27.8

44.4

5.6
5.6

16.7

27.8

50.0

22.2

26.3

15.8

10.5

10.5

36.8

50.0

5.8
4.2

15.8

32.7

37.8

7.1
4.1

16.3

17.2

48.3

8.3
6.3

18.0

25.5

1.9 2.0

45.2

6.5
6.2

15.9
0.6

0.3

10.0

31.7

27.5

30.8

15.1

15.1

39.6

28.3

7.4

24.1

37.0

31.5

27.8

38.9

30.6

22.2

16.7

44.4

16.7

26.3

31.6

42.1

7.0

22.6

39.1

30.1

1.2 1.9

10.2

29.6

28.6

29.6

2.0

34.9

53.9

5.9
5.0 0.3

33.3

52.5

8.3
5.8

34.7

51.0

7.1
5.1

35.8

52.8

5.7

22.2

63.0

9.3
5.6

36.1

55.6

8.3

55.6

44.4

31.6

57.9

5.3
5.3

27.7

61.4

4.4
5.6 1.0

3.8
1.9 2.0

R4年度全体H30年度全体 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

R4年度全体H30年度全体 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

R4年度全体H30年度全体 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

市民一人ひとりが、「同和問題」に
関心をもって解決のために努力
する必要がある。

1.

国・県・市など行政が、「同和問題」
の啓発活動をねばり強く行う必
要がある。

2.

同和地区の人たちが、解決に向け
て努力する必要がある。

3.

そっとしておけばよい。4.

感じる。

少し感じる。

感じない。

わからない。

1.

2.

3.

4.

文化の違いに関心を持ち、同じ人間
として分けへだてなくつきあいたい。

その人個人を見きわめて、必要で
あればつきあいたい。

文化や生活習慣が違うので、つき
あいを避けたい。

わからない。

1.

2.

3.

4.

わからない。5.

無回答

　あなたは、「同和問題」を解決するためには、今後どのよう
なことが必要であると思いますか。あなたのお考えに近いもの
を１つだけ選んでください。

　「市民や行政による同和問題の解決
をめざす努力や啓発活動の必要性」（回
答１＋２）は全体では 70.7%となり、前
回（H30）より5.2 ポイント増加してい
ます。

【質問 7】同和問題の解決について

無回答

　可児市には、多くの外国籍の人が住んでいます。あなたは、外国
籍市民が日本での生活で、不利な取り扱いをされていると感じてい
ますか。あなたのお考えに近いものを１つだけ選んでください。

　全体で外国籍市民が日本での生活で
不利な取り扱いをされていると「感じ
る」（回答１）「少し感じる」（回答２）と回
答する人が前回（H30）より6.2 ポイン
ト増加しています。

【質問 8】外国籍市民について

無回答

　仮に、あなたの近所に外国籍の人が住むことになった場合、
あなたはどう考えますか。あなたのお考えに近いものを１つだ
け選んでください。

　30代は「同じ人間としてつきあい
たい」（回答１）「個人を見きわめてつ
きあいたい」（回答２）と回答した人が
100%となり、どの年代よりも理解が
高くなっています。

【質問 9】多文化共生について

単
位=

％

単
位=

％

単
位=

％
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19.9

61.4

10.6
8.1

16.7

64.2

11.7
7.5

18.4

57.1

13.3
9.2

13.2

62.3

9.4
15.1

22.2

55.6

16.7
5.6

33.3

58.3

22.2

66.7

5.6

15.8

57.9

10.5

15.8

20.4

53.2

12.6
12.4 1.5

2.8
2.05.65.6

12.5

76.9

4.7
5.9

8.3

84.2

10.2

75.5

13.2

77.4

5.7

11.1

72.2

7.4
9.3

13.9

77.8

27.8

55.6

11.1

5.3

84.2

5.3
5.3

10.2

76.7

5.8
6.3 1.0 5.65.6 2.8 3.8

0.8
3.1
2.06.7 9.2

37.7

39.9

5.6
10.9

5.9

33.3

35.8

41.5

45.3

3.8
7.5

35.2

44.4

9.3

9.3

50.0
38.9

44.4

11.1

42.1

26.3

15.8

15.8

28.6

28.6

6.1

20.4

14.3

32.5

47.3

7.5
8.7 2.9

1.0

41.7

5.6
2.8
2.8
2.8 1.9 1.9 2.0

2.5

15.0

13.3

R4年度全体H30年度全体 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

R4年度全体H30年度全体 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

R4年度全体H30年度全体 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

無回答

無回答

　新型コロナウイルス、エイズ患者・ＨＩＶやハンセン病などの感染者に対する差
別をなくす取り組みが進められています。あなたの近くに感染者等がいた場合、
あなたはどうしますか。あなたのお考えに近いものを１つだけ選んでください。

　「当然のこととして支援したい」（回答
１）、「できるだけ支援したい」（回答２）と
回答した人が全体で 80%以上ありま
す。「当然のこととして支援したい」（回
答１）は 40代が一番高くなっています。

【質問 10】感染者等について

　犯罪や非行を行った人が早期に社会復帰できるように支援する、「更生保護」活動をし
ている人たちがおられます。もしあなたに「更生保護」活動に参加しませんかと呼びかけ
られたら、あなたはどうしますか。あなたのお考えに近いものを１つだけ選んでください。

　全体では、「こうした活動には関わり
たくない」（回答３）と回答した人が減少
しました。
　「自分も参加したい」（回答１）は 30
代が一番高くなっています。

　前回（H30）より全体で、「インターネッ
トやＳＮＳなど表現の自由に問題であり、
慎重な対応が必要」（回答４）と回答した
人が 2.2 ポイント増加しています。年代
別では 20代が一番高くなっています。

【質問 11】更生保護活動について

病気に対する理解を持ち病気で苦しむ人々
に対して、当然のこととして支援したい。

1.

病気に対する不安はあるが、でき
るだけ支援したい。
2.

感染することに対して不安があるの
で、できるだけさけるようにしたい。

3.

わからない。4.

無回答

「更生保護」活動は大切なことで
あり、自分も参加したい。

1.

「更生保護」活動をしている人たちは
立派だとは思うが、自分にはできない。

2.

こうした活動には関わりたくない。3.

わからない。4.

学校教育や家庭の中で、インター
ネットやＳＮＳで行ってはいけな
いことを十分に教えること。

1.

インターネット企業での自主規制、
法律による規制などを強化する
こと。

2.

被害者の相談体制や救済制度を
充実すること。

3.

インターネットやＳＮＳなど表現
の自由にもかかわる問題であり、
慎重な対応が必要。

4.

わからない。5.

　インターネットやＳＮＳを悪用した人権侵害（差別、偏見、誹謗、中傷、他
人に知られたくない情報を流すなど）が多くなっています。これらを無くすた
めの方法について、あなたのお考えに近いものを１つだけ選んでください。

【質問 12】インターネットやＳＮＳ（「LINE」「Facebook」「Instagram」
等インターネット上のコミュニティサイトのこと）による人権侵害について

単
位=

％

単
位=

％

単
位=

％
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R4年度全体H30年度全体 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 その他

　ＤＶ　(家庭内や夫婦、恋人間等に起こる暴力)や、セクハラ(性
的いやがらせ ) やパワハラ (上司等によるいやがらせ )について、
あなたのお考えに近いものを１つだけ選んでください。

無回答

【質問 13】ＤＶ〔ドメスティックバイオレンス〕やセクハラ〔セクシャル
ハラスメント〕、パワハラ〔パワーハラスメント〕による人権侵害について

　ＬＧＢＴ〔Ｌはレズビアン、Ｇはゲイ、Ｂはバイセクシャル、Ｔはトラ
ンスジェンダー（生まれた時の身体的性別と性自認が異なる人）です〕
の人権について、あなたの考えに近いものを1つだけ選んでください。

　20代～ 50代は「理解できる」（回答
１）と回答した人は全体より高い割合に
なっています。しかし、60代・70代以
上は、低い割合になっています。

　前回（H30）より全体で「人として許さ
れない行為である」（回答１）と回答した
人が 6.1 ポイント増加しました。

【質問 14】性同一性障害、性的指向をはじめと
する性的少数者（LGBT）の人権について

　可児市は、『住みごごち一番・可児～安心、元気、楽しいまち～』の実現に向け
て取り組んでいます。あなたは、市民の一人として「人づくり」にどのようなこと
が大切だと思われますか。あなたのお考えに近いものを１つだけ選んでください。

　前回（H30）より全体で「家庭教育の充実」
（回答１）と回答した人が 9.5 ポイント減少
しました。
　「一人ひとりの人権意識の高揚」（回答４）
と回答した人が8.7ポイント増加しました。

【質問 15】人づくり（人権教育・人権啓発の推進）について

「DVやセクハラ、パワハラ」は、人
として許されない行為である。

1.

「DVやセクハラ、パワハラ」は、人の心や体
を傷つける行為であり、やめた方がよい。

2.

ひどい「DVやセクハラ、パワハラ」はよくな
いが、ささいなことなら気にしない方がよい。

3.

「DVやセクハラ、パワハラ」を受
ける人にも原因がある。

4.

無回答

知っているし、理解できる。1.

知っているが、理解できない。2.

知らないし、理解もできない。3.

わからない。4.

わからない5.

無回答

家庭教育の充実。1.

学校教育の充実。2.

ぬくもりの感じられる隣人付き
合い。

3.

一人ひとりの人権意識の高揚。4.

啓発活動や講演会の実施などの
充実。

5.

単
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無回答

　全体では前回（H30）より「身近に感じ
ている」（回答１＋２）と回答した人が
6.5 ポイント増加しました。

非常に身近に感じている。1.

少し身近に感じている。2.

どちらともいえない。3.

あまり身近に感じていない。4.

まったく身近に感じていない。5.

単
位=

％

　あなたは、日ごろの生活の中で、互いの違いを認め合い、相手
の立場を尊重するなどの「人権の尊重」について身近に感じてい
ますか。あなたの感じ方に近いものを１つだけ選んでください。

【質問 16】人権の尊重について

〒509-0214
岐阜県可児市広見１-5（可児市総合会館２Ｆ）
ＴＥＬ・ＦＡＸ（0574）63－7990

可児市人権啓発センター

ホームページ 「可児ぬくもりネット」  https://www.kani-nukumorinet.jp/

調査考察
①今回と前回の調査結果について

全体の回答者数が減少し、性別では男性が前回より 10.8 ポイント、女性が 7.4 ポイントの減少と
なりました。
年代別では、40代・70代の回答者の割合が上がり、他の年代では減少しました。

②前回の調査より数値が大きく変化した質問には次のようなものがあります。
質　　問 回　　答 数値変化

1 男女差別について
1.	女性だからといって差別するようなことは、ぜひ
ともなくすべきである。

男性 62.6%�⇒ 76.7%
女性 59.6%�⇒ 62.2%

3 いじめについて 1.	「いじめ」は、人として許されない行為である。
51.0%⇒ 58.6%
� 7.6 ポイント 増

4 高齢者について
1.	高齢者であることや、高齢による障がいなどを理
由に大切にしないことは、人間として許されない。

30.8%⇒ 38.0%
� 7.2 ポイント 増

5 障がい者について
1.	何もさしつかえなく、交流・支援活動に進んで協
力したい。

27.2%⇒ 35.2%
� 8.0 ポイント 増

8 外国籍市民について 3.	不利な取り扱いをされていると感じない。
39.1%⇒ 34.0%
� 5.1 ポイント 減

16 人権の尊重について 1.	「人権の尊重」について非常に身近に感じている。
16.5%⇒ 19.9%
� 3.4 ポイント 増

③今後の方向性として
各質問から、人権問題に対して理解が進んだものもありますが、自分にはできない、身近には感じ
られないとするものもあります。
今後も人権を大切にする意識の醸成のために継続的な啓発活動をおこなってまいります。


